
平成21年度朝日新聞厚生文化事業団「子どもへの暴力防止プロジェクト助成」を受け、 

子どもから性虐待の事実を聴き取る司法面接のトレーナーチーム 

ChildFirst  Japan（チャイルド ファ－スト ジャパン）が誕生しました。 
  

   ◆チャイルド ファースト・ジャパンは、全国に司法面接研修を展開し、司法面接ができる面接者を増やすのみでなく、地域に子どもの安全と 

      福祉に関わる多職種専門家からなる多機関連携チーム（MDT：Multidisplinary Team）を結成し、その育成と定着を目指しています。 

   ◆また、平成23年度は、「性虐待を受けたかもしれない」と疑われるお子さんから、性虐待を疑うべき情報を聴き取る技法「RIFCR（リフカー）」 

      を広く日本中のみなさまに知っていただくべく、「RIFCRのトレーナーチーム」の育成を進めています。子どもたち誰もが、自分は愛されてい 

      る、守られていると感じ、安心して暮らせる社会づくりを目指します！ 

◇ ChildFirst TM （チャイルド ファースト） とは？ 

 ChildFirst TM  は、米国児童保護研修センター（National Child Protec-   
tion Training Center：以下NCPTC）が全米地方検事協会及び コーナーハ

ウスとの協働のもとに実施している子どもの司法面接研修プログラ 

ムです。参加者が多職種専門家からなる多機関連携チームの構成をと

り、面接技術の習得だけでなく性虐待、児童虐待問題に対する正しい 

知識を得、他職種の機能を互いに理解して、子どもたちを第一に考えて

問題の解決に協力して取り組んでいく司法面接実践のあり方に対する理

解を深めます。 
 

◇ ChildFirst  Japan（チャイルド ファースト・ジャパン）とは？ 

 NCPTCから正式に認定を受けたトレーナーチームです。児童福祉司、

弁護士、医師、臨床心理士、精神保健福祉士、社会福祉士といった多職

種専門家によって構成されており、これまでなら渡米しなければ受講で

きなかった研修内容はそのままに、日本の現状に沿ったプログラム内容

で研修を行います。 
 

◇ 司法面接とは？ 

 欧米で1980年頃から開発が進んできた面接技術であり、児童虐待の中

でも立証の難しい性虐待について、被害を受けた子ども本人から事実確

認をする手法です。性虐待を受けた子どもは、児童福祉司、警察官、検

察官、裁判官など多くの職種に対して、つらい体験を何度も話さなけれ

ばならず、そのたびにトラウマを再体験させられ、深刻な心理的ダメー

ジを受けることになります。多機関が連携して行う司法面接を取り入れ

ることにより、そうした「二次被害」から子どもたちを守ることができ

るのです。 
 

◇ ChildFirst  Japanの司法面接研修は、 

 原則として研修受講者も多機関連携チームで受講していただきます。 

プログラム：「効果的な面接」「多機関連携アプローチ」「子どもたち

は性虐待をどう経験するか」「打ち明けるプロセス」「子どもの発達」

「コーナーハウス司法面接プロトコルRATAC」「医学的診察」「刑事訴

訟」「日本の児童保護制度」など 

R A T A C （ラタック）司 法 面 接 研 修 

ChildFirst Japan 
チャイルド ファースト・ジャパン 

◇ RIFCR（リフカー）とは？ 

児童虐待通告義務者が性虐待の疑われる子どもに対して、どのように

面接し、何を聞くべきで、何を聞くべきでないかということを半構造化

した虐待発見時の面接プロトコルです。 
 

◇ RIFCRがもたらす効果 
 

①学校や幼稚園・保育所、病院などで、子どもから性虐待について相談 

 されたとき、打ち明けられたとき、あるいは、性虐待を疑うような言 

 動が子どもに見られたとき、どのような情報をどのように聴いて児童 

 相談所に通告すればよいのでしょうか。子どもにやさしい聴き方を学 

 べます。 
 

②児童相談所や警察など、性虐待の通告・通報を受ける機関の職員は、 

 司法面接を行う前の段階で子どもからどのように話を聴くべきなので 

 しょうか。通告後、学校などの現場で初めて子どもに会ったとき、ど 

 うするのか、その後の司法手続きにマイナスにならないための注意点 

 などを学ぶことができます。  
 

③子どもから性虐待被害について打ち明けられることは、周囲のおとな 

 にとってもショックなことです。こうした場面で子どもたちにどのよ 

 うな対応をすればよいのかについて具体的に知ることにより、学校や 

 児童福祉の現場の閉塞感や無力感を減らし、適切な通告・通報へとつ 

 なげ、子どもたちを迅速に救うことができます。 
 

④子どもに何度もつらい思いをさせることなく、通告・通報に必要な最 

 低限の事実だけを聞き出し、子どもの負担を最小化することができま 

 す。 
 

⑤「RIFCR研修」のプログラムには、性虐待を受けた子どもに関する 

 基礎的なカリキュラムが他にも含まれており、被虐待児に関する 

 理解を深めることができます。 
 

⑥RIFCRを理解することにより、司法面接や性虐待被害児診察の必要性 

 に関する認知度を高めることができます。 

R I F C R （リフカー）研 修 

RIFCRを使った事実確認 
 

R=Rapport（話のできる

関係を築く）：安心して話

せる環境を整える。子ども

が問題を起こしているので

はないことを伝える。 
 

I=Issue Identification（問

題点の確認）：心配や観

察したことを伝える。 
 

F=Facts（事実確認）：「誰

が」「何をしたのか」につい

てのみたずねる。 
 

C=Closure（終結）：子ど

もの安全を確認する。次

にすることを子どもに伝え

ておく。 
 

R=Reporting（通告）：電話

で通報の後、報告書を送

る。 

司法面接プロセス RATAC 
 

R=Rapport（話のできる関

係を築く）：居心地を良くす

る。コミュニケーション。子

どもの能力や発達、認知

力を知る。 
 

A=Anatomy Identification 

（体の部分の名前を聞く）：

小さい子どもが男女の違い

を区別できるか。体の部分

を共通の名前で呼ぶ。 
 

T=Touch Inquiry（タッチに

ついて聞く）：タッチについ

ての理解、タッチについて

コミュニケーションすること

についての確認。 
 

A=Abuse Scenario（被害

事実の聴き取り）：子どもが

被虐待経験の詳細を語る

ことができるようにする。別

の仮説を探求する。 
 

C=Closure（終結）：子ども

に自分の安全について教

える。安全のためにできる

ことを確認する。 

Child  Maltreatment 
PrevenƟon  Network 

◇ コーナーハウス◇ 

“子どもの福祉を最優先

に”を基本理念として

1989年にミネソタ州ミ

ネアポリスに設立された

子ども虐待評価・研修セ

ンター。合衆国の代表的

な子どもの権利擁護セン

ターです 。 

◇ R A T A C ◇ 

コーナーハウスが開発

し、幼い子どもや障害の

ある子どもにも適用でき

るように改良された司法

面接のプロトコル。 
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平成26年6月に引き続いて、RIFCR研修を開催いたします。	

参加ご希望の方は、下記の要領でお申し込みください。	

日時：�平成27年2月21日（土）　9:00〜18:30�

場所：�尼崎市女性センター・トレピエ�

� �（尼崎市南武庫之荘3-36-1　Tel:  06-6436-6331）�

対象：�こどもに接する職業の方（定員40名）�

講師：�ChildFirst  Japan（認定NPO法人  子ども虐待ネグレクト防止ネットワーク）�

お申し込み・お問い合わせは、氏名・所属・職種をご記入の上で事務局までメールで

お願いいたします。なお応募者多数の場合は、受講者の職種のバランスに配慮して

事務局で選考させていただくことがあります。予めご了承ください。	

今回の研修は兵庫県立塚口病院が企画し、尼崎市女性センター・トレピエのご協力をいただいて開催します。	

事務局：　兵庫県立塚口病院　こども家族支援室（cfaso@hp.pref.hyogo.jp）	


